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議長
湯本　晴彦

副議長
白鳥　金次

　
今
回
12
年
ぶ
り
の
選
挙
を

経
て
、
19
代
議
会
は
久
方
ぶ

り
に
14
人
の
定
員
を
満
た

し
、
4
人
の
新
人
議
員
も
加

わ
る
こ
と
で
、
心
機
一
転
で

ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
町
長
を
は

じ
め
町
側
も
新
し
い
顔
ぶ
れ

と
な
り
、
改
選
後
初
の
定
例

会
で
は
補
正
予
算
に
対
す
る

審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
す

る
な
ど
、
細
部
に
わ
た
り
十

分
に
審
議
を
尽
く
し
て
、
充

実
し
た
議
会
で
し
た
。

　
た
だ
山
積
す
る
喫
緊
の
課

題
が
多
い
の
も
事
実
で
あ

り
、
議
会
と
し
て
も
町
と
両

輪
の
ご
と
く
、
お
互
い
に
政

策
を
交
わ
し
て
い
け
る
よ
う

に
今
後
鋭
意
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
町
民
の
皆
様
か
ら
の

信
頼
も
よ
り
一
層
得
ら
れ
る

よ
う
、
議
会
自
体
も
改
革
し

て
い
く
所
存
で
す
。

　
今
後
と
も
議
会
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
に
あ
た
り

町
議
会
議
長

　
湯 

本
　
晴 

彦

山ノ内町議会委員会等名簿山ノ内町議会委員会等名簿 ◎委員長　○副委員長
令和 5年 6月 1日現在

委員会名 所　管 委　員

常任委員会

総務産業

議会・総務課・税務課・
危機管理課・消防課・
会計室・選挙管理委員
会・監査委員・農林課・
観光商工課・農業委員
会・建設水道課等に関
する事項

◎塚田　一男　〇小田　孝志
　志鷹　慎吾　　徳竹　栄子
　渡辺　正男　　小林　克彦
　湯本　晴彦

社会文教 健康福祉課・教育委員
会に関する事項

◎髙田　佳久　○畔上　恵子
　小林　　仁　　湯本るり子
　山本　岩雄　　山本　光俊
　白鳥　金次

広　　報 議会だより・議会ホーム
ページ等に関する事項

◎渡辺　正男　○山本　岩雄
　小田　孝志　　畔上　恵子
　小林　　仁　　徳竹　栄子

議会運営委員会
議会運営・議会会議規
則等・議長諮問に関す
る事項

◎山本　光俊　○徳竹　栄子
　志鷹　慎吾　　塚田　一男
　髙田　佳久　　渡辺　正男

議 会 選 出 監 査 委 員 小林　克彦
北 信 広 域 連 合 議 会 議 員 湯本　晴彦　白鳥　金次　髙田　佳久
北信保健衛生施設組合議会議員 湯本　晴彦　白鳥　金次　髙田　佳久
岳南広域消防組合議会議員 湯本　晴彦　白鳥　金次　塚田　一男

議　長に　湯本　晴彦氏
副議長に　白鳥　金次氏 決まる
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第２回臨時会

21 令和5年7月 議会だより第134号

令
和
５
年
第
２
回
臨
時
議
会
は
、
６
月
１
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

第
19
代
議
会
前
期
の
構
成
を
決
定
し
た
ほ
か
、
町
側

か
ら
は
監
査
委
員
の
選
任
同
意
１
件
、
報
告
３
件
、
専

決
処
分
の
承
認
（
４
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
改

正
、５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）
11
件
が
提
案
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
、同
意
、受
理
、承
認
し
ま
し
た
。

　
予
算
総
額
か
ら
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
億
３
８
６
８
万

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
82
億
９
９
５
８
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
各
種
の
事
業
費
確
定
に
よ

る
減
額
補
正
が
大
き
く
、
財

政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入

れ
３
億
１
７
７
３
万
円
を
皆

減
し
、
逆
に
５
５
０
０
万
円

を
積
み
立
て
ま
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

町
税　
　
　
１
２
５
０
万
円

法
人
事
業
税
交
付
金

　
　
　
　
　
１
４
２
８
万
円

地
方
消
費
税
交
付
金

　
　
　
　
　
４
６
０
０
万
円

特
別
交
付
税

　
　
　
１
億
１
８
３
８
万
円

国
庫
支
出
金

　
　
　
　
△
３
７
３
４
万
円

県
支
出
金
△
３
４
６
８
万
円

基
金
繰
入
金

　
　
△
３
億
２
９
１
５
万
円

町
債　
　
△
４
７
２
０
万
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

ふ
る
さ
と
基
金
積
み
立
て

　
　
　
　
　
２
２
２
４
万
円

財
政
調
整
基
金
積
み
立
て

　
　
　
　
　
５
５
０
０
万
円

コ
ロ
ナ
対
策
予
防
費

　
　
　
　
△
１
７
２
４
万
円

心
身
障
害
者
等
福
祉
費

　
　
　
　
△
２
７
９
０
万
円

児
童
福
祉
総
務
費

　
　
　
　
△
２
０
９
４
万
円

保
育
所
費
△
１
６
７
４
万
円

が
ん
検
診
ほ
か
予
防
費

　
　
　
　
△
１
４
７
５
万
円

農
畜
産
業
振
興
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
△
９
０
３
万
円

観
光
連
盟
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
△
４
７
８
万
円

町
道
除
雪
△
１
３
１
８
万
円

令和５年第２回臨時議会

４年度一般会計補正予算（第11号）
財政調整基金に5500万円積み立てへ

　
予
算
総
額
か
ら
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
７
１
５
万

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
14
億
８
２
６
３
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
る
受
診
控
え
や
、

被
保
険
者
数
の
減
少
（
△
１

５
８
人
）
で
保
険
給
付
費
は

５
年
ぶ
り
に
10
億
円
を
下
回

る
9
億
８
１
５
５
万
円
と
な

る
見
込
み
で
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

県
補
助
金　

　
　
△
1
億
６
７
４
１
万
円

一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　
△
３
０
２
万
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

保
険
給
付
費

　
　
△
１
億
６
８
９
０
万
円

専
決
処
分
の
承
認

専
決
処
分
の
承
認

４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）

４
年
度
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

保
険
給
付
費
５
年
ぶ
り
に

　
　
　
　

10
億
円
を
下
回
る
見
込
み

総務産業常任委員長
塚田　一男

社会文教常任委員長
髙田　佳久

広報常任委員長
渡辺　正男

議会運営委員長
山本　光俊

議会選出監査委員
小林　克彦

　
予
算
総
額
か
ら
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
３
３
６
６
万
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
18
億
９
４
８
８
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
被
保
険
者
数
の
減
少
（
△

35
人
）
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
る
介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
控
え
に
よ
り
、

保
険
給
付
費
を
２
２
４
９
万

円
減
額
し
、
基
金
繰
入
金
３

１
４
５
万
円
を
減
額
し
ま
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

基
金
繰
入
金

　
　
　
　
△
３
１
４
５
万
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

　
　
　
　
△
２
３
０
０
万
円

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

　
　
　
　
　
　
２
０
０
万
円

４
年
度
介
護
保
険

　
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）
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5
月
16
日
、
当
選
議
員
に
よ
る
初
め
て
の
懇
談
会
が
行

わ
れ
、
初
議
会
の
運
営
方
法
を
決
め
、
議
長
、
副
議
長
の

立
候
補
を
受
け
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
6
月
1
日
第
19
代

議
会
議
員
最
初
の
議
長
・
副
議
長
の
選
出
は
、
議
員
内
で

の
選
挙
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
、
４
月
の
町
議
会
議
員
改
選
後
初
、
令
和
５
年

第
２
回
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
側
か
ら
提
案

の
あ
っ
た
案
件
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
監
査
委
員
（
議
員
の
う
ち

か
ら
選
任
す
る
監
査
委
員
）

 

小
林　
克
彦  

（
下
須
賀
川
）

　
　
　
　
起　
立　
13
人　

　
　
　
　
不
起
立　
０
人

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予

算
の
繰
越
報
告

⑴�

地
域
鉄
道
安
全
性
向
上
事

業
費
補
助
金　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
４
８
７
万
円

⑵
塵
芥
車
購
入
事
業

　
　
　
　
　
１
２
６
０
万
円

⑶
国
立
公
園
整
備
事
業

　
　
　
　
　
１
８
６
１
万
円

⑷�
土
砂
災
害
対
策
道
路
事
業

「
町
道
湯
田
中
番
場
沓
野

線
安
代
坂
」

　
　
　
　
　
１
９
８
３
万
円

⑸�

統
合
小
学
校
整
備
計
画
策

定
支
援
業
務　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
６
８
５
万
円

⑴�

自
動
車
損
壊
事
故
に
係
る

和
解
及
び
損
害
賠
償
額
の

決
定　
　
賠
償
金
19
万
円

⑵�

放
棄
し
た
私
債
権
の
報
告

　
　
　
　
　
債
務
者
15
人

　

補
正
予
算
に
関
し
て
は
、

令
和
４
年
度
の
事
業
確
定
に

よ
る
補
正
が
主
で
す
。

⑴
一
般
会
計　
　
（
第
11
号
）

　
　
　
　
※
21
ペ
ー
ジ
参
照

⑵
一
般
会
計　
　
（
第
12
号
）

　
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
82
億
９
９
５
８
万
円
と

す
る

⑶
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
（
第
５
号
）

　
　
　
　
※
21
ペ
ー
ジ
参
照

⑷�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特

別
会
計　
　
　
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
０

１
万
円
増

⑸
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
（
第
３
号
）

　
　
　
　
※
21
ペ
ー
ジ
参
照

 
選
挙
方
式

　
・
投
票
に
よ
る
選
挙

　
・ 

投
票
は
単
記
無
記
名

（
1
人
の
名
前
だ
け
を

書
き
、
投
票
者
名
は
書

か
な
い
）

議
長
選
挙
開
票
結
果

　
・
湯
本　
晴
彦　
　
８
票

　
・
髙
田　
佳
久　
　
４
票

　
・
無
効　
　
　
　
　
２
票

副
議
長
選
挙
開
票
結
果

　
・
白
鳥　
金
次　
　
11
票

　
・
渡
辺　
正
男　
　
３
票

　　
選
挙
後
、
各
常
任
委
員
会

の
選
任
を
行
っ
た
あ
と
、
常

任
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員

長
並
び
に
副
委
員
長
を
互
選

で
選
任
し
ま
し
た
（
委
員
会

構
成
に
関
し
て
は
、
20
ペ
ー

ジ
参
照
）。

 

立
候
補
者

議
長
選
挙

　
・
髙
田　
佳
久

　
・
湯
本　
晴
彦

副
議
長
選
挙

　
・
渡
辺　
正
男

　
・
白
鳥　
金
次

人
事
案
件

⑹
公
共
下
水
道
事
業
会
計

　
　
　
　
　
　
　
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
20
万

円
減

⑺
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

　
　
　
　
　
　
　
（
第
２
号
）

　
歳
入
４
７
８
万
円
減
、
歳

出
２
１
７
万
円
減

⑻
水
道
事
業
会
計（
第
５
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
25
万

円
減

⑼
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　
森
林
環
境
税
の
導
入
に
伴

う
住
民
税
の
賦
課
徴
収
の
整

備
に
か
か
る
も
の
と
、
長
寿

命
化
に
資
す
る
大
規
模
修
繕

工
事
が
行
わ
れ
た
マ
ン
シ
ョ

ン
に
か
か
る
固
定
資
産
税
の

減
額
処
置
、
軽
自
動
車
税
の

環
境
性
能
割
の
税
率
区
分
の

見
直
し
の
た
め
（
電
動
キ
ッ

ク
ボ
ー
ド
の
新
設
な
ど
）。

⑽�

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正

　
課
税
限
度
額
と
軽
減
判
定

所
得
の
基
準
額
引
き
上
げ
。

ま
た
２
割
軽
減
に
か
か
る
限

度
額
も
引
き
上
げ
の
た
め
。

⑾
令
和
５
年
度
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　
　
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
８

１
万
円
増

専
決
報
告

専
決
事
項

専
決
承
認

第
19
代
議
会

議
長
・
副
議
長
選
挙
結
果

監
査
委
員
に
は
小
林
克
彦
議
員

第２回臨時会
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新議員紹介・編集後記

新 議 員 紹 介

編

集

後

記

　
　
　
質
　
　
問

議
員
と
し
て
の
抱
負

　二元代表制の中で議会
の果たす役割と責任は大
きい。議会の持つ二つの
使命「具体的な政策の最
終決定」「行財政運営の批
判と監視」をしっかり果た
し、その結果として、よい
まちづくりができるよう切
磋琢磨して、自己研鑽に
努めたい。それを町民が
見て議会に関心を持って
いただければ本望。

　誰ひとり置き去りにしな
い、子どもからお年寄り
まで、元気で安心して生
活ができる。そして未来の
子どもたちが、胸を張って
様々な分野で活躍できる
町を、構築していきたい。
どんな小さな声も大切に
吸い上げ、形として実現し
ていきたい。

　立候補した時から先の
一般質問でも述べました
が、町民皆様の上に立つ
様な存在ではなく、皆様
の中に居て、そのすぐ目
の前に居る、そんな身近
な存在でありながら活動
していきたいと堅く決意し
ております。自身の出身地
域に拘ることなく、山ノ内
町全域の皆様と共により
魅力的な我が町を創り上
げていきたい。　

　地域住民のために、住
民からの声を聴き、具現
化をしていきたい。特に
次世代の若者が住んでい
て良かったというような
町にしていきたい。ロボッ
トや自動温度管理を活用
した ICT 農業、タブレッ
トや電子教材を活用した
ICT 教育など、環境を整
えて実践・活用ができる
ようにしていきたい。

初
議
会
の
感
想

　一般質問では事後に多く
の指摘をいただき、課題の
多さを痛感。一つの事柄
を深く追求していくことの
重要性を実感した。一方、
執行部側の簡潔明瞭かつ
丁寧な答弁に誠実さを感
じた。議員としての責任の
重さを自覚した中で町民
の声をしっかり町政に届
けられるよう見聞を広め、
日々勉強していく決意。

　何もかも初めてのこと
で、緊張の連続でした。
自分がこの場にいること
の驚きと、議員としての責
任、これからの様々な不
安。とにかく、法律のこと
から一つ一つ自分のもの
にしながら、力をつけた
いと思います。一般質問で
は、事前準備の大切さを
感じたと同時に、答弁を
受けての再質問の難しさ
を痛感しました。

　一般質問は大変緊張し
ました。背伸びせず自身
の生活や経験に基づいた
事柄や、理事者の皆様の
山ノ内に対する熱い思い
をお聞きできたこと、本来
の一般質問のレベルには
遠く及ばないものだった
かもしれませんが、自身と
してはお聞きした皆様の
言葉に非常に胸が熱くな
りました。

　とにかく初めて尽くしで
大変でした。一般質問に
至っては反省すべきことも
多く、今は議員として発言
する際の重みを痛感して
いる次第です。また一日も
早く、先輩議員の方々に
ご指導ご鞭撻を賜り、勉
強をし、見聞を広め、町
民とのコミュニケーション
を深め、住民の声を町政
へ届けたいと思います。

町
政
へ
の
提
言

　人口減少は町にとって
大きな課題。それは町に
魅力がないから？「スキー
場」「温泉」「果樹」それ
らをうまく結びつけるこ
とにより経済の活性化を
図り、魅力ある町となれ
ば自ずと人は集まってく
ると思う。

　豊かな資源と自然、誇
るべき素晴らしい町です。
人も隠れた魅力をお持ち
の方が、たくさんいると
確信します。そんな方々
を見つけ育てていく、人
づくりがとても大事だと
思います。

　古き良き山ノ内町は私
も大切にしたいと思います
し、誇りでもあります。
　しかしながら、時代がと
てつもなく速いスピードで
移りゆく現在では、やはり
アンテナを高く張りトライ
アンドエラーを恐れず挑戦
することも絶対に必要だと
考えます。皆様と自身のた
めにも今までにない山ノ内
町の結束力を任期中働きか
けていきたいと思います。

　少子高齢化、人口減少
などすでに抱えている課題
にスピード感をもって取り
組むべきです。さらに子ど
もの学校教育だけにはとど
まらず、学校以外の教育環
境も含め、子どもたちを町
全体で育てるように早急に
考えていくべきです。その
ためにも町の豊富な資源
を活かし、環境を整えるこ
とが大切だと思います。

小お

だ田
　
孝た

か
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ぜ
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志し
た
か鷹

　
慎し

ん
ご吾

小こ
ば
や
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仁ひ

と
し

広報常任委員会新メンバー

　
今
号
か
ら
新
広
報
常
任
委
員

会
（
20
ペ
ー
ジ
参
照
）
が
編
集

を
担
当
し
ま
す
。
諸
事
情
か
ら

今
号
で
は
、
令
和
５
年
第
２
回

臨
時
会
の
内
容
を
お
伝
え
し
、

第
３
回
定
例
会
（
６
月
議
会
）

に
つ
い
て
は
、
８
月
発
行
の
次

号
で
お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
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ら
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た
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け
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が
け
て

ま
い
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よ
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く
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た
し
ま
す
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（
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）


